
将来宇宙輸送システムロードマップ フローチャート（案）
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構 造 効 率 向 上

搭載部品性能向上

システムの高度化
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①性能向上の実現

再 使 用 化

部品・材料等の低コスト化

生 産 工 程 の 革 新 化

②低コスト化の実現

実用化

デジタルツイン技術等

液体エンジン低コスト化等

再整備・点検技術等再整備・点検技術等

自己故障点検等

革新的誘導制御技術等

革新的材料等

革新的推進等

基幹ロケット発展型

宇宙輸送システム
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高頻度輸送を想定した射場／スペースポートの検討

高 頻 度 輸 送 技 術

旅 客 輸 送 技 術

③往還飛行システムの実現

革新的推進（エアブリージングエンジン等）、

熱防御技術/完全再使用化技術等

点検・整備最適化技術等

射

場

等

機

体シ

ステ

ム

実機型実証

民間

事業

構築

サブスケール
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民間の事業体制構築

官

基幹ロケット事業者

等による要素技術

開発を盛り込んだ

ロケット開発

部品の共通化

等による量産

効果等

要素技術の特定

について協議

文

科

省

及

びJAXA

20232022

＜民間主導による開発＞

レビュー レビュー

要素技術開発

を往還飛行

システムに

適用

高頻度往還飛行型

宇宙輸送システム

高頻度往還飛行型

宇宙輸送システム

要素技術

飛行実験

段階的事業化構築A＊
段階的事業化構築B＊

段階的事業化構築C＊

アンカーテナンシー

の提供（官）

＜国による飛行実証支援＞

＊民間事業者のビジネス

モデルとして何段階かの

事業化の可能性がある。
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研究開発局宇宙開発利用課

革新的将来宇宙輸送システム実

現に向けたロードマップ検討会

(第9回) R3.5.12

※宇宙輸送事業を民間で進めていくため、民間企業等による協議会発足の動きがある。


